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１．計画策定について

（1）計画策定の趣旨

（2）計画の位置づけ （3）計画期間

２．鹿児島市立病院を取り巻く医療環境の動向

（1）日本の人口動態と医療ニーズの動向 （2）国の医療政策

（3）地域医療構想と公立病院経営強化プラン （4）鹿児島保健医療圏の医療ニーズの動向

３．鹿児島市立病院の現状 ４．鹿児島市立病院の課題

（1）診療実績及び経営の状況

（2）前経営計画の評価

見出しが緑色の第５章から第７章 が今回、見直しを行った項目です。

　鹿児島市立病院は、地域医療を担う県下の中核的医療機関として、当院の理念、基本方針のもと、健全経営を維持し

ながら、診療機能の充実に努めています。令和４年度、第六次鹿児島市総合計画がスタートするのにあわせ、当院では

「第２期鹿児島市病院事業経営計画」を策定し、その後に総務省から示された「公立病院経営強化ガイドライン」の趣

旨を踏まえ令和５年度に一部内容を見直すこととしました。

　本経営計画は、総務省が自治体病院に策定を要請している「経営強

化プラン」であると位置付けるとともに、鹿児島県が策定する「鹿児

島県保健医療計画」や、鹿児島市が策定する「第六次鹿児島市総合計

画」との整合性を図ります。

　計画期間は、令和４年度～令和13年度

（10年間：第六次鹿児島市総合計画と同期

間）とし、令和９年度に中間見直しを行い

ます。

■人口動態 ⇒ 人口減少・少子高齢化が加速度的に

進行することが見込まれます。

■医療ニーズの動向 ⇒ 疾病構造は急性疾患から慢

性疾患へ変化することが見込まれます。

■住み慣れた地域で医療･介護を受けられる「地域包括ケアシ

ステム」の実現を目指しています。

■人口減少社会を見据え、医療従事者の働き方改革など医療提

供体制の改革を推進しています。

■経営強化プランでは、県が示す地域医療構想を踏

まえ当院が果たすべき役割を明確にし、働き方改革

や医師の時間外労働規制への対応等、持続可能な医

療提供体制の構築を推進しています。

■地域医療構想において、鹿児島保健医療圏は今後需要増が見

込まれるがん、循環器、消化器等に対する医療機能充実を図

り、各分野における機能分化と連携を進める必要があるとされ

ています。

【診療面】

■感染症病床の独立化や手術室・ICU・MFICUの増室、外来化

学療法室の改修など、地域医療ニーズに対応するための環境整

備が必要です。

■働き方改革を推進し、人材の育成・確保・定着を図るため、

働きやすい環境づくりが必要です。

【運営面】

■診察や採血等の待ち時間対策等、患者サービス向上に向けた

運用見直しの取り組みが必要です。

■医療機能の維持と働き方改革を両立するため、特定看護師等

の育成に取り組むほか、職種間のタスクシフトやＩＣＴ活用等

による業務効率化及び費用適正化を図っていく必要がありま

す。

■入退院支援を強化し、在院日数短縮を進めたこと

で利用可能な病床数が増え、救急患者数など新入院

患者数は39％増加しました。

■人員体制を強化する等より高度医療を提供するこ

とが可能となり入院単価は29%上昇しました。

■令和２年度はコロナ禍の影響で入院外来ともに患

者数が減少し、約９億円の赤字が生じました。

■医療機能や人材育成、地域貢献等に関して設定し

た15のKPIの達成状況は、「A（十分達成）」と「B

（概ね達成）」が11であり、総合評価は「B（達成

度70～90%）」でした。

第２期鹿児島市病院事業経営計画（令和５年度改訂版）（概要）

1 



５．鹿児島市立病院が目指す将来像と実現に向けた取り組み

◎主なＫＰＩ（重要業績評価指数）

基本方針１：救急医療、成育医療及びがん診療を柱に、高度で専門的な医療を提供します

基本方針２：患者や家族に寄り添い、安全で信頼される医療を提供します

基本方針３：地域医療機関との連携を進め、地域医療の充実に努めます

基本方針４：職員の教育、研修及び研究を奨励し、医療水準の向上に努めます

基本方針５：ワークライフバランスに留意し、やりがいと充実感の持てる職場づくりに努めます

基本方針６：健全経営に努め、医療ニーズに応え絶えず進化する病院を目指します

91.0%89.0%77.7%

95.0%94.0%94.0%

6,049人

3,281人2,530人2,326人

8,436人6,565人

R4 R9 R13

R4

3,303人

151人122人104人

R9 R13

R9 R13

○ MFICUの拡充と成育医療のさらなる高度化

○ 産科・新生児・小児救急医療の24時間体制の充実

○ 成育医療に携わる人材の確保・育成　など

救急

医療

成育

医療

　逆紹介率

　紹介率

○ 初診紹介患者のWeb予約の拡充による登録医療機関の増

○ 紹介率・逆紹介率の向上

○ 患者の入退院支援の充実

○ かかりつけ医との連携促進

　患者満足度
○ 患者満足度の向上

○ 臨床検査室認定（ISO 15189）の取得

○ 医療事故（インシデント、アクシデント）の発生抑制

○ ホームページ等の充実による情報発信力の強化
外

来

入

院

R13R9R4

85.4%81.9%54.4%

R13R9

107.0%103.8%61.0%

R4 R9 R13

R4 R9 R13

　経常収支比率

　医業収支比率

○ 再整備による診療機能や診療体制の充実

○ 病床再編による人員体制の拡充

○ DX推進による医療の質の向上及び診療体制の最適化

○ 新たな診療報酬加算の積極的な取得による収益の確保

○ 運営経費や設備投資の適正化と徹底的なコストの削減

R4 R9 R13

R4 R9 R13

100.3%95.4%93.6%

101.8%97.3%101.9%

　男性職員の育児休業取得率○ タスクシフト、タスクシェアの推進

○ 医師のシフト制勤務の導入

○ 男性職員の育児休業取得の促進 85.0%83.0%36.8%

R4 R9 R13

　特定行為研修修了者数○ 特定看護師や診療看護師等の人材育成

○ 専門研修プログラム及び資格取得支援の充実

○ 大学院連携講座の充実 8人7人6人

R4 R9 R13

がん

診療

総合

診療

4,490人3,865人

　救急車搬送患者数

　MFICU･NICU救急車搬送患者数

　がん手術件数

　中央手術室手術件数○ 様々な疾患に対応できる総合診療体制の充実

○ 増加する手術へ対応する手術部門の拡充

○ クリニカルパスを活用した在院日数の適正化　など

○ がん診療機能を集約したがんセンターの設置

○ がん患者に寄り添った包括的ながん診療体制の充実

                                                                 など

○ 多様な救急疾患に対応できる診療体制の構築

○ 救急医療に携わる人材の確保・育成　など

R4 R9 R13

R4

R4
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６．公立病院経営強化ガイドラインを踏まえた方針

（1）役割・機能の最適化と連携の強化

（2）医師・看護師等の確保と働き方改革

①地域医療構想等を踏まえた当院の果たすべき役割･機能

■救命救急センターや総合周産期母子医療センターを有

し、小児救急医療拠点病院、基幹災害拠点病院、地域がん

診療連携拠点病院、地域医療支援病院、第２種感染症指定

医療機関にも指定されており、これらに求められる役割を

果たします。

②地域包括ケアシステムにおける当院の果たすべき役割･

機能

■高度急性期・急性期医療が必要な患者を積極的に受け入

れるとともに、入院患者の早期からの退院調整に取り組

み、地域完結型の医療提供体制の一翼を担っていきます。

③機能分化・連携強化

■高度な医療や緊急性のある医療を提供できる人材や設備の確保に努めます。

■かかりつけ医への逆紹介や回復期病床を有する医療機関等への転院調整を推進します。

■施設・機器の共同利用や救急医療体制、地域の医療従事者への研修実施など、地域の連携強化を推進します。

■地域医療機関からのweb予約や転院調整支援システムを活用した医療連携の円滑化に努めます。

■地域医療機関等の連携施設訪問・面会や地域医療機関向け広報誌「パートナーシップ」の配付、地域医療連携講演会

の開催などを通じた医療連携の強化に向けた取組を継続します。

■再整備を通じた手術室・ＩＣＵ・ＭＦＩＣＵ増床、感染症病棟の独立化と段階的に拡充できる構造を整備します。

■鹿児島大学病院及び地域の医師会と連携し、広域的な救急医療体制の整備に努めます。

④医療機能等指標に係る数値目標

（第5章　KPI参照）

⑤一般会計負担の考え方

■「鹿児島市公営企業に対する補助

金等交付要綱」に従い、救命救急や

周産期医療等に関して一般会計から

の繰出対象とします。

⑥住民理解のための取組

■当院の活動・取組・診療体制等の周知を

図るため、モニター会議の開催や市民WEB

医療セミナー等を通じて情報発信に努めま

す。

③医師・看護師等の働き方改革への対応

■医師労働時間短縮計画を策定し、院内プロジェクトを立ち上げて多職種による働き方改革の取組を推進します。

■令和6年4月から施行される医師の時間外勤務上限規制への対応として、医師の兼業先の労働時間把握や医療機関勤務

環境評価センターの評価受審などを通じた勤務環境の改善を図ります。

■夜間や休日の勤務実態を踏まえたシフト制勤務の導入や宿日直許可申請を進めます。

■看護補助者の雇用を進め、看護師の業務負担の軽減を図ります。

■職種間のタスクシフト／シェアやDXツールを活用した業務効率化及び業務改善（簡素化、縮減など）を進めます。

① 医師・看護師等の確保

■職員の確保･定着と働きやすい勤務環境の整備を推進します。

■特定看護師等の人材育成、専門研修プログラム及び資格取得支

援、大学院連携講座の充実などを継続します。

■看護師の採用や定着、業務改善など、働きやすさの向上に向

け、各種手当の見直しによる処遇改善、チューター制度の充実、

院内保育所の運用拡充、育児休業・介護休暇等の活用促進を図り

ます。

■看護師のスキルアップと定着率向上を図るため、病室を再現し

た実習室やシミュレーションルームを備えた研修センターを整備

します。

■県下全域の高度医療を担う基幹病院として、地域の医療機関へ

の医師派遣を継続します。

② 臨床研修医の受入れ等を通じた若手医師の確保

■当院の初期臨床研修プログラムの特徴（標準プロ

グラムに加え、成育医療と総合診療のプログラムを

設置し、より専門性の高い研修が受けられること）

を外部に発信し、研修の充実を図ります。

■研修医ホームページのさらなる拡充と外部への周

知広報を図ります。

■鹿児島大学病院医局との連携・協力を通じた専門

研修プログラムの専攻医確保と育成に努めます。
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（3）経営形態の見直し

（4）新興感染症の感染拡大時等に備えた平時からの取組

（5）施設・設備の最適化

（6）経営の効率化

収支バランスが取れた健全経営維持に向け、経営指標に係る数値目標を設定し、経営改善に取り組みます。

患者

増加

■職員の安定確保：働きやすい環境整備等による職員の定着率向上と入院病床の安定稼働

■地域連携推進：初診予約や転院調整システムの活用、開業医訪問等の充実等による地域連携強化

■救急受入強化：大学病院及び地域の医師会と連携し、広域的な救急医療体制を整備

単価

向上

■病院再整備：手術室/ICU/MFICUの増設などを通じた重症患者や手術患者の受入体制強化

■紹介率向上：さらなる地域連携の推進による紹介率向上

■係数対策：DPC特定病院群再指定、パス活用推進などによる医療機関別係数の向上

■加算算定強化：業務改善や新規施設基準届出などによる職員1人あたり加算算定件数の増加

経費

適正化

■給与費：適切な人員配置や職員の安定確保、DXツール活用などによる職員の生産性向上

■材料費：パス活用による医薬品や診療材料の適正使用推進、SPD活用による在庫管理の効率化や共同購入に

よる購入価格の適正化

① 施設・設備の適正管理と整備費の抑制

■鹿児島市立病院インフラ長寿命化計画及び保全計

画に基づく適正な管理及び計画的な更新を行い省エ

ネ等の最新技術の動向や費用対効果を見極めて、適

宜更新計画そのものの見直しを行います。

■建物の断熱性能の向上や高効率機器の採用等によ

り省エネ性能の向上を図るとともに、経済性や耐久

性に優れた材料を採用し、ライフサイクルコストの

縮減を図ります。

②デジタル化への対応

■医療の質向上や患者満足度向上、働き方改革の実現を目的とし

て、院内のDX化を進めます。

■病院のDX推進にあたり、現状の業務実態把握や課題整理を行

い、適切なDXツールの選定や実装をサポートする役割を担うDX推

進体制を整備します。

■複数の院内プロジェクト（働き方改革、DX）が連携し、デジタ

ル化による働き方改革の推進を図ります。

■昨今の医療機関をターゲットとしたサイバー攻撃などに対しセ

キュリティ対策の強化を図り、職員研修を通し職員全体の情報リ

テラシーの向上に努めます。

■地方公営企業法全部適用での運営を維持していきます。

■地方独立行政法人化など他の経営形態について、引き続き情報収集に努め、調査・分析していきます。

■第2種感染症指定医療機関として感染症病床を6床有し、新型インフルエンザ等の入院診療に対応します。

■令和5年4月より感染対策室から感染制御部へ組織強化を図り、感染管理委員会、ICT（感染制御チーム）、AST（抗

菌薬適正使用支援チーム）と連携しながら院内の感染管理に努めます。

■平時においては、地域の医療機関等と連携して感染症対策に取り組むため、合同カンファレンスや新興・再興感染症

の拡大時を想定した合同訓練などを継続します。

■感染症病棟を増築棟に独立化させ、感染症用出入口、感染症用エレベーターを整備することで、患者動線を清潔区域

と汚染区域に明確に分け、院内感染対策の強化を図ります。

■増築棟の一般病病床は感染症の拡大状況に応じて段階的に感染症病床に転換し、最大40床の運用ができるように整備

します。
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７．収支見通し

(1) 再整備計画

① 再整備の主な内容
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８．計画の進行管理

■本経営計画の点検、評価は、毎年度、院内及び外部委員を含めた鹿児島市病院事業経営計画策定推進委員会において

実施することとします。

(2) 収支見通し

③ 増収見込み② 総事業費

※既存棟は通常診療を継続しながら部門ごとに順次改修・供用開始

④ スケジュール

（単位：百万円）

R4年度
（決算）

R5年度
（12月補正）

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度

1 25,381 25,731 25,829 26,278 26,394 26,619 27,566 28,036 28,793 28,969

2 24,905 26,689 27,195 27,250 27,239 27,361 28,178 28,348 28,837 28,462

3 476 ▲ 958 ▲ 1,366 ▲ 972 ▲ 845 ▲ 742 ▲ 612 ▲ 311 ▲ 44 506

4 14,481 13,689 12,256 11,183 10,258 9,849 9,821 10,462 10,947 11,894

5 21,634 20,894 20,082 20,172 21,216 25,477 25,285 25,836 24,769 23,608

損
益
計
算

経常収益

【再整備期間】

増築棟建築 既存棟改修

収益的収入及び支出

経常費用

当期純損益

企業債年度末残高

年度末資金残高

増築棟供用開始
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